
２０１４年度 くらしかふぇ・くらしの講演会

（1）上期開催状況 
日時 会場 行政の関わり 参加人数 取材

5/14（水） 
14：00 
～15：30 

木曽町役場 協力

・消費者の会連絡会へつなげる

・町の広報

・町職員参加４人

29人 組合員１、一般２、

消費者の会１９、

木曽町職員４人

ＢＳ２、理事１   

市民タイムス

5/21（水） 
10：00 
～12：15 

中野市

中央公民館

後援

・会場提供（使用料減免）

・市の広報での参加募集

・市職員参加（4 人） 
・市広報取材・記事掲載

21人 組合員８、一般２、

中野市職員４、

ＢＳ５

理事２、  

中日新聞、

北信ローカル

広報なかの

5/29（木） 
10：00 
～12：00 

東御市

中央公民館

協力

・市広報での参加募集

・会場提供

・消費生活相談員参加

16人 組合員８、ＢＳ５、

理事２、東御市消費

生活相談員１ 

6/24（火） 
10：00 
～12：00 

伊那市生涯

学習センタ

ーいなっせ

共催

・市広報・ホームページで募集

・回覧版で全戸回覧

・会場提供（使用料減免）

・市職員参加・挨拶

・消費生活相談員参加

26人 組合員４、消費者の

会５、一般７、ＢＳ

１、理事２、ＳＳ２、 
コープ職員２

伊那市職員２、伊那

市消費生活相談員

１

長野日報

テレビ信州

伊那有線（講

演収録）、

4 会場計 92人 

（2）下期開催計画 

日 会場 行政等の関わり 形式 備考

11/10（月） 
13 ： 30 ～

15：30 

松川町中央

公民館

共催

松川町・コープな

がの

カフェ 午前：社協主催「1 人暮らしの会+民生委員」

の学習会として北村理事の講演会を開催、そ

の日の午後に開催

11/26（水） 
14 ： 00 ～

16：00 

大町市総合

福祉センタ

ー

共催

大町市・コープな

がの

カフェ 大町市報・福祉ニュースで広報

12/11（水） 
13 ： 30 ～

15：00 

千曲市埴生

公民館

千曲市埴生公民

館の事業・コープ

ながの後援

講演会 千曲市公民館事業の健やか学級メンバー（50
～60 人）向けに開催。コープの組合員にも

参加枠を開放。

12/17（水） 
10 ： 00 ～

15：00 

佐 久 穂 町 

茂来館

共催

佐久穂町・コープ

ながの

カフェ 佐久穂町民生委員にも案内

資料４
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今l=JV>cliしゃべi1手ーマ

i新聞問ていると毎日の叫 l

f振り込め詐欺Jや「特殊詐欺jに

｜遭って、お金を臨し取られだって

｜記事が載るわね。そんなに被害が l

l多いの… ！？ ｜ 

家にいると、いろんな

電話がかかってきま
す。しばらく話を聞い

てから断ろうとレた

ら、相手の態度が急蛮

してとても怖い思いを

しました。

子どもや孫、仁伺かあっ

たと聞けば動転すると

思います。
伺ち考えずに知らない
相手にお金を差し出し

｜てレまうかち 。

※コ－~会Iii:楽しいa唱しゃべりぬ場です。
前互いぬ謡しを聞き奉しよう。

排水口ヌメリ取りをス

トレーナーに入れてい
たのを忘れて、漂白剤を

流し疋ら…日と喉に強

い刺激が！！後から考

え疋らアブナかった！

子どもが溺れたら危ないからと、

浴檀はいつも空にしておきます

が、災害の備えには水をはってお

くべきよね？迷います。

パンを食べな
がら急いでお

弁当を作って

lいたの振り向
い疋拍子にパ
ンの塊が喉に

1詰まって…死

｜ぬかと患いま i
した。 （跡〉 ‘ 

詐欺のセールストークは日々変化す

るのね。 「債権を買えば将来老人ホー

ムに優先入居司」とか「人聞け」と言 ｜

われればI~＼が動くと思います。 i 
｜老人ホームからオリンピック、、、時事 ｜

ニコースをうまく活用しているのね。 i 
ほめられる事ではないのだけれど！ ！ 

6 大手電力会社の名前を語って「これから点

横に行きますJと電話がきたの。家人に闘い l

iて折り返し電話しますと答えている途中で
！一方的に切られました。アヤシイ！

｜最近は名簿をちとに電話をかけてくるの ｜

！で、オレって言わす怖に正しい名を名乗るの 1

1ですって！どうやって防ぐ？？？？ ！ 

ハブラシを i

くわえたま ｜

ま走つだ子｜

！とちが転 ｜
び、喉に刺 i

さって数急 ！
草で運ばれ j

lま し た cI 
〈涙〉

｜部農のドアと l
t 床のスキマに
｜足をはさみ、流

；血したことが

iあります。 ！ 
一
車
ひ
を
窓
に
私

一周
て
頭
、
ダ
ち

一棄
し
で
も
ン
の
…

の
り
つ
の
ラ
た
す

や
乗
返
た
ベ
ち
で

ち
ち
り
レ
ら
こ
子

ち
立
く
訂
か
っ
息

お
に
コ
強
枠
落
の
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子
ど

も
が

キ
ッ

チ
ン

で
盛

り
付

け
た

ば
か

り
の

カ
レ

ー
に

手
を

突
っ

込
み

腕
ま
で
や
け
ど
。
大
変
で
し
た
。

賠
器

部
布
団
を
干
し
て
お
い
た
ら
、
そ

の
上
に
飛
び
乗
っ
て
落
下
。
口

の
下
を
縫
う
怪
我
を
し
た
。

焼
き

芋
yう
t大

好
き
で
、
パ
ク
パ

ク
食
べ
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い
る
と
必
ず
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喉
f;::

詰
ま
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！
”
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い
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瞬
間
が
あ
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。
ゆ
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1
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’
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ま
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；

：
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せ
、
怖
い
．
来
る
時
は
ニ
コ
ニ
コ
、
買
：

 3
誰
に
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こ
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う
る
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3
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よ
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な
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。
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一
，

（
，・一

、

危
険

防
止

の
為

の
柵

に
の
ぼ
っ
て
落
ち
、
前

歯
を
い
た
め
ま
し
た
。

車
の

中
か

ら
子

ど
も

が

鍵
を
閉
め
て
し
ま
い
、
車

中
に

閉
じ

込
め

ら
れ

J

A
 F
を
呼
ん
だ
．

パ
パ

が
車

で
外

出
し

よ
う

と
し
た
所
、
自
転
車
で
帰
っ
て
き

た
子

ど
も

と
衝

突
！

足
を

タ

イ
ヤ
に
は
さ
ま
れ
た
。

’
 
9
 0
歳
の
家
族
が
い
ま
す
。
ス
ト
ー
プ
に
よ
り
か
か
‘
．

；
 
っ
て
や
け
ど
、
こ
た
つ
布
団
に
つ
ま
ず
い
て
転
ぶ
・

’
 

年
を
と
る
と
い
る
ん
な
こ
と
が
危
険
で
す
ね
。

旅
行
が
当
選
し
た
。

1
人
は
参
加
無
料
と
い

う
の
で
参
加
し
た
ら
、
宝
石
店
や
菓
子
店
や

ら
へ
連
れ
て
行
か
れ
た
。

い
ろ
い
ろ
廊
し
ゃ
べ
＇
）
源
ー
＜
；
：
る
し
ぬ
？
イ
号
ィ
？

＠品
dコ
主主
会ゐ
詰仇
＠

蕗
C1
S1
き
）
は
茄
で
す

に
熱

湯
を

か
け

て
水

！こ

つ
け
て
か
ら
ス
ジ
を
取

る
と
手
ち
沼
れ
な
い

レ
色
ち
き
れ
い
だ
よ
。

子
ど

も
が

f
お
B

さ
ん

の
手

料
理

お
い

し
い

」

っ
て
言
っ
て
く
れ
る
。

す
ご
い
殺
し
文
句
だ
よ

ね
。
ど
こ
で
賞
え
て
く

る
ん
だ
ろ
う
。

子
ど
も
の
お
手
伝
い
。
忙
し
い

と
、
つ
い
「
B
曜
日
ま
で
待
っ

て
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。
反
省
。

水
躍
し
テ
ー
マ

l;l
;
f主
主育

J

「
言
葉

j
っ

て
本

当
に

大
事

で

す
よ
ね
。
夫
は
美
味
し
い
と
も

何
と
も
言
っ
て
く
れ
な
い
。
自

分
か

ら
聞

か
な

い
と

ダ
メ

な

の
か
な
あ

・。

ふ
さ

味
噌

と
き

や
ら

ぶ
き

を
作

り
ま

し
だ

。
自

分
で
作

つ
だ
も
の
は

お
い

し
い

。
旬

の
も

の
は

お
い

し

い
の

で
、

長
野

に
来

て
か

ら
色

々

作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
に
は
『
と
さ
ん
こ
汁
J
と

い
う
の
が
あ
コ
て
家
で
作
り
ま

す
。
み
そ
仕
立
て
で
、
バ
タ
ー

や
牛

乳
の

入
っ

た
汁

で
、
具
材

は
じ
ゃ
が
い
ち
、
人
参

、
豚
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で
す
．

f戻
さ

す
暑

の
ま

ま
＇llf

ミ
す

き
焼

き
の

最
後

に
入

子
ど
も
が
こ
の
ま
ま

噌
汁

に
入

れ
て

も
大

：
れ
て
、
汁
を
吸
わ
せ
て
食

食
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ま
す
。

b
丈

夫
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簡
単
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す
。
関
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。

｜
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T
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二
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日
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子
ど
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の
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に
、
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｜
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の
断
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文
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は
『
息
子
が
や
っ
て
！
！
ヤ
に
。
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く
見
た
ら

Iコ
ー
ド
と
｜

！こ
し
て
い
た
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、
夫
ち

う

！
い
る
J
「
娘
に
頼
ん
だ
JI

父
が
や
っ
i
iコ

ー
ド
を
繋
ぎ
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
！

す
昧

に
慣

れ
て

き
て

良
か

昔
は
学

校
帰

り
に

ク
ラ

ウ
ン

ド
で
遊

iて
い
る
J
が

1
番
い
い
よ
！

:
 ：
を
使
つ
て
は
い
け
な
い
1
っ
て
書
i

つ
左
。

ぺ
だ
。

今
は

と
に

か
く

寧
く

学
校

か

二
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二
二
二
二
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二
二
二
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ま
し
た
。
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鑑
か

通
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預
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！
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儲
け
話
を
人
に
話
し
て
、
他
人
を

1
も
高
雲
寺
号
，
壇
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と
か
出
る
の
か
な
～
つ

；
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よ
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に
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．

何
か
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ぞ
子
竺
止
？
三
f~
~~
己主

主：
＿：

：ー
さ
也
、
そ
つ
で
す
。

一
一

一
l

！
＿

＿
一

一
一

一
」

Iエ
ノ
キ
鷲
の
ち
ょ
い
干
し
』
が

い
い
と
コ
ー
プ
会
で
伺
い
た
の

で
、
や
っ
て
み
た
ら
良
か
っ
た

で
す
！
小
分
げ
に
し
て
冷
凍
し

て
お
く
と
本
当
に
便
利
で
す
．

大
豆
を
ふ
や
か
し
て
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
、

j由
で
揚
げ
ま
す
。

フ
ラ
イ
パ
ン
に
砂
穏
・
醤

j由
・
み
り
ん
を
煮
詰
め
て

か
ら
め
る
と
お
い
し
い
。
小
魚
を
入
れ
て
も
い
い
で
す
よ
。

小
さ
い
子
ど
も
に

［い
そ
ベ
も
ち
Jを

あ

げ
る
時
、
の
り
は
お
lみ

の
り
を
使
う
と

い
い
そ
う
で
す
。

お
纂
や
家
を
今
後
ど
う
す
る
か
と
い
う
話
題
，
書
量
れ

て
暮

ら
す

子
ど

も
に

ど
う

引
き

継
い

で
い

く
か

と
い

う
悩
み
が
出
て
い
ま
し
た
。
。

キ
ラ
キ

ラ
＆

ベ
ビ

ー
キ

ッ
ズ

に
扱
い
の
あ
る
『
野
菜
と
お
豆
腐
の

だ
ん

ご
Iが

お
す
す
め

a

ピ
ー
ラ
ー
を
使
う
と

、
に
ん
じ
ん
も

ダ
イ

コ
ン

も
簡

単
に

サ
ラ

ダ
に

な
り
ま
す
。

サ
バ

缶
活

用
法

①
サ

パ
箭

を
λ

れ
た

カ
レ
ー
は
お
い
し
い
．
②
サ
バ
の
水
煮

缶
十
大
根
お
ろ
し
＋
醤
油
，
朝
食
に
最

適
．
③
サ
パ
缶
の
味

I~
汁
｛
身
も
汁
も

全
部
入
れ
る
）

ピ
ー
マ
ン
は
丸
の
ま
ま
冷
凍

O
K
。
人
参
は

千
切
り
に
し
て
冷
凍
し
て
お
く
と
味
噌
汁
に

便
制
。
冷
凍
す
る
と
味
も
し
み
や
す
く
な
る

よ
。
す
っ
た
長
芋
を
冷
凍
し
で
も
い
い
よ
。

戻
し
て
か
ら
、
き
ゅ
う

り
と

一
緒

に
酢

の
物

に
し
ま

す。

オ
リ
ー
ブ

j自
で
浸
じ
た

：
パ

ン
粉

と
混

ぜ
て

も
の
を
サ
ラ
ダ
lこ

入
れ

フ
ラ
イ
に

し
ま
す
。

る
と
お
い
し
い

e

ブ
ル
ー
ペ
り
ー
ジ
ャ
ム

の
デ
ィ
ス
ペ
ン
パ
ッ
ク

（
使
い
き
り
）
を

頁
っ

て
み

た
。

お
い

し
く

て

便
利
だ
っ
た
よ
！

に
ん
じ
ん
、
ダ
イ
コ
ン
、
セ
ロ
リ
、
き

ゅ
う
り
な
ど
野
菜
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
用
意

し
‘
何
種
類
か
ソ
ー
ス
（
マ
ヨ
ケ
チ
ャ
・

味
噌
マ
ヨ
、
ゴ
マ
マ
ヨ
等
）
を
出
す
と
、

子
ど
も
が
楽
し
く
食
べ
ら
れ
る

。

友
達
が
、

C
0

0
 P
の

Iと
っ
て
も
大
き

な
チ
ョ
コ
サ
ン
ド
ビ
ス
ケ
ッ
ト

j
が

お
い
し

い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
．

気
に
な
り
ま
す
。

；
 《

イ
ン
フ
方
メ
ー
シ
ョ
ン
》

j
女
総
代
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
～
総
代
募
集
～
女

；
コ
ー
プ
let
組
合
員
一
人
一
人
が
主
人
公
で
す
＠
だ
か
ら
大
切
な
こ
と
（
方
針
の
決
定
な
ど
）
に
は
、
組
合
員
の
意
思
j

:
 ＇
表
示
が
必
要
で
す
。
で
も
実
際

iこ
約

2
6
万
人
の
組
合
員
が
全
員
集
ま
っ
て
話
し
合
コ
て
決
め
る
事
は
で
き
ま
せ

z

：
ん。

そ
こ
で
組
合
員
の
代
表
を
決
め
ま
す
。

そ
れ
が
総
代
（
全
県
で

4
0
0
人
〉
で
す
。

2
0
1
4
年

6
用

2
0
日

i
；
現
在
組
合
員
在
籍
し
て
い
る
組
合
員
本

人
で
あ
れ
ば
、
誰
で

も
総
代
に
な
れ
ま

す
。

品
鑑

駆
動

吟
向

日
固

咽
四

回
掴

晶
画

園
田

園
！

今
年
の
母
の
日
は
、
夫
と
娘
と
息
子

が
後

密
で

チ
ョ

コ
プ

リ
ン

を
作

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
『

嬉
し
か
っ
た
。

コ
プ

の
お

店
の

閉
店

時

間
が

9
:
3

 0
に
な
っ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

い
い
で
す
ね
！
！

ア
ポ
カ
ド
を
つ
ぶ
し
て
、
ク
リ

ー
ム

チ
ー

ズ
と

混
ぜ

て
食

べ
る
と
お
い
し
い
で
す
。
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却
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6 月 24 日（火）、いなっせ（伊那市

生涯学習センター）において“くらし

カフェ”『多くの人がだまされてい

る！その手口から学ぶ くらしの護身

術』を伊那市と共催し、組合員・一般

市民 16 人が参加しました。 

“くらしカフェ”は、消費者問題（詐

欺、悪質商法、消費者トラブルなど）

に対する学習交流会です。コープなが

のの有識者役員が講師を務め、参加対

象を組合員だけでなく地域の方々に

広げた地域貢献活動として県内の市町村との共催に取り組んでいます。今回、共催させていただ

いた伊那市では、会場の用意や案内チラシの伊那市全戸配布などに協力をいただきました。 

こー ぷ            コープながの版 

       通巻№ 316 

        発行/総合企画室 ６

2014.6.25 

る 月 号外 

 

北村きぬ子理事を講師に“くらしカフェ”を開催  
 

『今だけ、ここだけ、特別にあなただけ』は信じない！

真剣に聴講する参加者 

学習会のはじめに講師の北村きぬ子理事（消費生活コンサルタント、

元長野消費生活センター次長）は、心理学や統計から作られた９問の

クイズを出題し、自分が当てはまっていると挙手した参加者は消費者

被害に遭いやすい要素を持っていると説明しました。参加者全員が複

数回手を挙げていたため、笑い声で会場全体が和やかになるとともに、

真摯に学ぶ雰囲気になりました。 

 北村理事は、最近の新聞に掲載された県内の詐欺被害を例に取りな

がら、「私は大丈夫！」と思っている人が危ないと述べて、詐欺の手

口を具体的に説明しながら被害に遭わないための注意喚起を行いま

した。また、訪問販売の中の悪質商法について実例を挙げながら、「いらないものは、いらない！ 

と言える人になりましょう」と呼びかけ、相手が自分を名乗って販売目的を言ったときに『お断

りします』と言えば良いことを話されました。このタイミングは、電話での勧誘でも同様で“手

短に”“ていねいに”“はっきりと”落ち着いて

断ることが重要とのこと。 

北村きぬ子理事 

（コープながの有識者理事） 

 さらに北村理事は、クーリング・オフの内容

と提出方法について詳しく説明されるととも

に、最後に「自分の身を自分で守るために、知

識で防備して欲しい」とまとめられました。 

この“くらしカフェ”には、伊那市消費生活

センターの職員 3 人も参加しました。 
“くらしカフェ”の後半は、3 つのテーブルに参加者が

分かれ、自分の経験等を相互に話して交流しました。 
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11 月 10 日（月）松川町中央公民館において、消費者被害の抑止を目的とする"くら

しカフェ『あなたがカモかも？！』"が行われ、松川町民など 16 人が参加しました。 
 

"くらしカフェ"は、講師が消費者問題（詐欺、悪質商法、消費者ト

ラブルなど）のお話を教室形式で講演した後、テーブルをくっつけ、

お茶を飲みながら参加者同士が自分の経験や考えを交流するものとし

て企画しています。参加対象を生協組合員だけでなく地域の方々にも

広げた地域貢献活動として、2014 年度は県内の市町村との共催等に

取り組んでいます。 
 

この日の"くらしカフェ"は、松川町が主催しコープながのが後援し

たものです。講師をコープながのの北村きぬ子理事（有識者理事・消

費生活コンサルタント）が務めました。 

こー ぷ

通信販売のチラシを手に、

問題点をくわしく説明 

講師の北村理事 

 

くらしカフェ 『あなたがカモかも？! ―他人事だと思っていませんか？―』を開催 
 

悪質商法や詐欺に立ち向かう武器は“知識”です！ 

           コープながの版 

       通巻№ 352 

        発行/総合企画室 
号外 月11る

2014.11.11 

北村理事は開会の挨拶とともに、5 月に長野県が“特殊詐欺非常事態宣言”を発令したこと、

2014 年度 10 月末までに 8 億 7 千万円もの詐欺などの被害が発生していることをお話しまし

た。そして、詐欺集団は人間の心理を利用して、いかに人をダマそうかと時代の変化を敏感に感

じながら日夜勉強していると述べて、特に高齢者の 3Ｋ（金・健康・孤独）の悩みをついてくる

手口について説明しました。 

また、家族を思う心につけこむ「かあさん

助けて（オレオレ）詐欺」では、ダマされな

いために“お金は本人（子や孫）に直接渡す”

ことを絶対に譲らなければ大幅に防げると述

べ、訪問販売の断り方では、訪問販売者が自

分の名前と販売目的を言ったときに、“はっき

り” と “ていねい”に落ち着いて『お断り

します』と言えば良いと説明しました。この

断るタイミングは電話勧誘でも同様との話に、 

打ち解けた雰囲気の中で、北村理事に質問を

したり、お互いの体験談などを交流しました

参加者は皆うなずいていました。 続いて行われた交流会では「具体的な手口のお話が身近に感じ

ました」「人が信じられる世の中になって欲しいですね」等の感想が参加者から出されました。 
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